第28回　施設処遇検討会議　議事録　H23.12.12

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：秋山欣也S.G.M・中村文洋・須々田珠実

馬渕豊子・中岫かなえ・小笠原嘉紀・木村春子

　　　　　　　　　　　   　　　　　（ 欠席者：長谷部拓生・小坂和子・上平ユリ子・三浦綾）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：馬渕豊子
議題

１：　吉田　富秋様（青風荘入所者様）の処遇について

２：  松村　勉様　（青山荘入所者様）の処遇について

１吉田　富秋様　様（青風荘入所者様）の処遇について
病名：アルコール認知症　　合併症：なし

＜問題点＞
①部屋整理とリネン利用

・部屋の掃除が定期的に行われていない。収納庫内の物品、衣類なども整理

・リネン（シーツ）交換日には声掛け行い実施出来ているかどうかを確認
②内面的なことを口に出すことが少なくストレスを溜め込む恐れがある

・施設内のルールや規則を理解して頂くために説明を丁寧に行う

・ストレスの軽減を図る為に、面談と日頃の会話から不満や不安などを引き出す

・会話を保つ為に話しやすい環境や場面設定に配慮する

③内面的なことで情動不安定になることがある

・他者に嗜好品を与える行為で、それにより自身の分が足りなくなり小遣い値上げに繋がってしまう事がある。

・所持金不足が情緒不安定につながり、金銭要求に波及する。他者に物品を与える事で嗜好品が減り、購入しなくてはならない状況になる事をできるだけわかりやすい言葉で説明して理解の度合いを状況把握する。

＜介入方法＞

・他者に嗜好品をあげて減り購入する事で金銭不足へのストレスが溜まりやすい為、介入して

物品をあげたあとに不安がある事の振り返り促し、他者迷惑にも繋がると繰り返し穏やかに

える。

・掃除、当番など行えないこともあるが役割として職員からできる事を伝え、乱暴な口調に

ならない様促す。

＜評価＞

・他者に物品をあげたりする行為は過度にならない様見守り、金銭管理も時々は他の楽しみに使用するなど（外出、買い物、外食、趣味、映画）のアドバイスを行う。

・アルコールへの要求はこれまでの経過で聞かれていない。外出時の際にも様子観察しているが摂取していることはない。

・生活面で部屋の片付けで整理整頓は継続して介入する。介入時の会話で本人様のやる気が引き出されるよう考慮しながらコミニュケーションする。

・現在の生活レベルが病状変化などで低下しないよう見守る。

・施設新体系以降による障害程度区分調査は区分「2」の判定、結果新体系移行への入所準備を進める事とする。

２：松村　勉様　（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　合併症：腰痛症

＜問題点＞

1 退所後を想定した日中活動の導入（現在）

・通院は隔週で八戸赤十字病院継続中

・デイケア利用日は月、金の2日間

・青山荘で自炊行う。日（昼食・夕食）月（夕食）火（夕食）

　　・自炊、買い物は自己判断しながら大体は出来ている。物品をあげることが多い

2 金銭管理（小遣い帳の記入）

　　・自己管理で一ヶ月小遣いは約2万円ほとんど食材、嗜好品購入

・自炊、嗜好品は安価な品物を購入するも、量、品数が多い分支出も多い

　　・経済状況障害厚生年金2級（月額96,500円）

④服薬自己管理
・服薬自己管理で提示にて確認忘薬無く服用

・健康管理から体重増が著しく減量する意識が薄い

＜介入＞

・日中生活は概ね単独で行うことができている。食事量や間食に関して安価な食品を購入

食べたい物をもったいないとの理由で食べてしまう傾向があり体重増が入所時より7㎏

有り現在76㎏となる。食事量や食べ方へのアドバイスを継続中。

＜評価＞

・平成24年1月末日で入所から2年経過して退所後の生活を想定して日中活動の充実を検討必要。現在はデイケア利用を週2回、青山荘内活動で自炊調理を行っている。一般的な生活観から見て本人様特有の捉えかたで理解、行動されることが見られているが基本的生活習慣、金銭管理、

他者交流など除々に良好な方向に変化されている。

この点を確実に継続できるかは確約がない。退所後にも継続していけるよう退所条件として社会資源利用への理解を促す。

